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こ
れ
ま
で
の
二
回
で
、
C
F
O
の
視
点
か
ら
見
た
年

金
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
年
金
制
度
と
財
務
と
の
関
係
に
つ
い

て
ま
と
め
た
。
連
載
の
残
り
二
回
で
年
金
制
度
の
リ
ス

ク
管
理
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

リ
ス
ク
管
理
の
ス
タ
ー
ト
台

　

ま
ず
、
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
に
は
リ
ス
ク
定
義
が
必

要
で
あ
る
。
リ
ス
ク
定
義
が
適
切
で
な
い
と
、
本
来
の

目
的
を
達
成
で
き
な
い
。
ま
た
、
目
的
が
不
明
確
だ
と

当
然
リ
ス
ク
定
義
も
明
確
に
な
ら
な
い
。
一
見
わ
か
り

や
す
い
資
産
運
用
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、
リ
ス
ク
評
価

日
（
期
末
、
常
時
）
、
評
価
期
間
な
ど
検
討
箇
所
は
多

い
。
実
践
的
な
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
に
は
、
年
金
運
営

と
財
務
と
の
関
係
を
よ
く
理
解
し
、
財
務
の
視
点
に
よ

る
明
確
な
目
標
設
定
が
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。
な
お
、
リ

ス
ク
管
理
と
言
う
と
資
産
運
用
関
係
者
側
の
視
点
が
強

く
な
る
が
、
必
ず
し
も
過
不
足
な
く
財
務
上
の
目
的
に

沿
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
手
段
が
目
的
に
陥
ら
な

い
た
め
に
も
、「
リ
ス
ク
定
義
が
、
目
標
到
達
の
た
め

に
最
適
か
」
と
い
う
視
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

財
務
面
に
影
響
の
あ
る
主
な
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
①

資
産
運
用
リ
ス
ク
、
②
金
利
リ
ス
ク
、
③
長
寿
リ
ス

ク
、
④
イ
ン
フ
レ
リ
ス
ク
な
ど
が
あ
る
。

資
産
運
用
リ
ス
ク
と
そ
の
管
理

　

資
産
運
用
リ
ス
ク
で
一
番
注
目
す
べ
き
は
市
場
リ
ス

ク
で
あ
る
。
市
場
リ
ス
ク
と
は
、「
金
利
・
為
替
・
株
式

な
ど
の
相
場
が
変
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
用
商
品
の

時
価
が
変
動
す
る
リ
ス
ク
」
を
い
う
。
し
か
し
、
市
場

変
動
そ
の
も
の
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
実
際
の
リ
ス
ク
管
理
は
、
資
産
運
用
管
理
の

流
れ
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
る
。

　

年
金
資
産
運
用
は
、
資
金
性
格
や
金
額
規
模
を
勘
案

し
て
、
長
期
的
な
投
資
政
策
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
大
き
く
三
つ
の
階
層
に
分
け
て
実
施
さ
れ

る
が
、
こ
の
中
で
C
F
O
が
特
に
注
力
す
べ
き
は
前
半

の
工
程
で
あ
る
。

資
産
運
用
の
第
一
階
層

　

第
一
階
層
は
、
株
式
な
ど
の
リ
ス
ク
性
資
産
へ
の
配

分
比
率
を
決
定
し
、
継
続
的
に
維
持
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
比
率
で
年
金
資
産
の
リ
タ
ー
ン
水
準
の
約
九

割
が
決
定
す
る
た
め
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
リ
ス
ク

資
産
を
保
有
す
る
こ
と
で
母
体
企
業
に
は
短
期
長
期
両

面
の
財
務
イ
ン
パ
ク
ト
が
生
ず
る
。
C
F
O
は
、
そ
れ

ら
の
影
響
が
財
務
的
な
許
容
範
囲
に
収
ま
る
よ
う
に
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。
財
務
イ
ン
パ
ク
ト
と
は
、
B
S
、

P
L
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
対
す
る
期
待
水
準
、
リ
ス

ク
水
準
に
お
け
る
影
響
の
こ
と
を
指
す
。

　

な
お
、
金
融
危
機
の
よ
う
な
短
期
的
に
急
激
な
リ
ス

ク
量
の
変
化
へ
の
対
応
は
、
長
期
的
な
資
産
配
分
の
管

理
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
。
株
式
市
場
に
対
し
て
保

険
的
な
性
格
を
持
つ
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
や
先
物
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
ヘ
ッ
ジ
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効

に
な
る
。

　

資
産
配
分
を
考
え
る
上
で
も
う
一
つ
重
要
な
視
点

は
、
そ
の
資
産
配
分
が
十
分
に
魅
力
的
か
と
い
う
点
で
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あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
魅
力
的
」
と
は
掛
金
引
下
げ
効

果
を
指
す
。
十
分
な
掛
金
引
下
げ
効
果
が
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
本
質
的
に
リ
ス
ク
を
と
る
意
味
は
な
い
。

C
F
O
は
、
リ
ス
ク
資
産
配
分
の
比
率
を
検
討
す
る
に

あ
た
っ
て
、
投
資
魅
力
度
と
リ
ス
ク
許
容
度
の
両
面
を

視
野
に
入
れ
て
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

資
産
運
用
の
第
二
階
層

　

第
二
階
層
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
資
産
の
組
み
合

わ
せ
比
率
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
異
な

る
特
性
を
持
つ
資
産
を
組
み
合
わ
せ
る
と
リ
ス
ク
抑
制

と
リ
タ
ー
ン
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
（
「
分
散
投

資
」
と
い
う
）
。
組
み
合
わ
せ
比
率
は
、
数
学
的
に
最

も
効
率
的
な
値
を
算
出
す
る
「
最
適
化
法
」
が
有
名
だ

が
、
全
面
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
は
問
題
点
も
多
い
。

最
適
化
法
は
、
期
待
す
る
平
均
、
分
散
な
ど
限
ら
れ
た

要
素
を
用
い
た
数
学
上
の
解
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
前

提
条
件
の
微
妙
な
変
化
に
対
し
て
結
果
が
大
き
く
変
化

す
る
な
ど
、
そ
の
弱
点
の
指
摘
も
あ
る
。
弱
点
を
補
う

た
め
一
定
の
制
約
条
件
を
設
け
る
方
法
も
あ
る
が
、
制

約
条
件
に
恣
意
的
要
素
が
含
ま
れ
る
と
解
の
合
理
性
も

怪
し
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
リ
ス
ク
資
産
の
組
み
合
わ

せ
比
率
に
は
、
最
適
解
だ
け
で
は
な
く
、
数
式
に
反
映

で
き
な
い
要
素
や
経
済
の
マ
ク
ロ
的
な
視
点
な
ど
定
性

的
な
要
素
を
加
味
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

　

今
後
は
本
業
と
年
金
を
統
合
し
て
、
よ
り
進
歩
的
に

リ
ス
ク
管
理
を
検
討
す
る
企
業
も
出
て
こ
よ
う
。
た

だ
、
直
感
的
に
関
連
が
深
い
と
思
わ
れ
て
も
、
管
理
運

営
上
の
差
異
か
ら
想
定
外
の
リ
ス
ク
が
発
生
す
る
場
合

も
あ
る
。
統
合
し
た
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
に
は
、
実
務

上
の
問
題
点
を
十
分
に
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

資
産
運
用
の
第
三
階
層

　

第
三
階
層
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
用
戦
略
を
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
具
体
的
な
運
用
商
品
を
選
択
す
る
作
業
に
な

る
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
運
用
戦
略
を
分
散
さ
せ
る

こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
用
環
境
で
も
安
定
的
に
リ
タ
ー

ン
が
期
待
で
き
る
効
率
的
な
組
み
合
わ
せ
を
構
築
す
る

こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
こ
の
階
層
に
最
も
時
間
を

割
い
て
い
る
。
し
か
し
、
短
期
的
に
は
運
用
商
品
の
優

劣
が
大
き
く
て
も
長
期
的
な
平
均
で
は
必
ず
し
も
あ
ま

り
大
き
く
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
運
用
環
境

に
お
い
て
も
常
勝
の
運
用
商
品
は
存
在
し
な
い
し
、
良

好
な
運
用
商
品
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
選
択
し
続
け
る
の

は
至
難
の
業
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
C
F
O
は

こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
ま
り
深
く
関
与
せ
ず
、
年
金
基
金

の
運
用
執
行
理
事
な
ど
の
資
産
運
用
管
理
責
任
者
に
権

限
委
譲
し
て
い
く
の
が
効
率
的
で
あ
る
。

　

な
お
、
年
金
資
産
は
、
そ
の
資
金
特
性
か
ら
環
境
が

激
動
す
る
中
で
も
長
期
的
に
一
貫
し
た
哲
学
の
下
で
運

用
さ
れ
る
べ
き
資
金
で
あ
る
。
年
金
資
産
運
用
に
習
熟

し
た
者
に
権
限
委
譲
す
る
こ
と
が
理
想
だ
が
、一
般
的

に
本
業
と
の
関
連
性
が
低
く
継
続
的
に
社
内
で
要
員
確

保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
外
部
戦
力
を
利
用
す
る
こ
と
や
、

運
用
商
品
の
自
動
入
替
機
能
を
持
っ
た
運
用
商
品
を
採

用
す
る
こ
と
も
有
力
な
選
択
肢
に
な
っ
て
く
る
。

資
産
運
用
と
掛
金
変
動
リ
ス
ク

　

資
産
運
用
リ
ス
ク
の
延
長
に
は
、
掛
金
変
動
リ
ス
ク

が
あ
る
。
掛
金
は
、
前
提
条
件
（
予
定
利
率
）
を
用
い

て
算
出
さ
れ
る
が
、
実
績
と
予
定
利
率
に
乖
離
が
生
ず

る
と
掛
金
修
正
が
必
要
に
な
る
。
掛
金
見
直
し
は
三
〜

五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
た
め
一
年
単
位
の
リ
ス
ク
管

理
が
必
須
で
は
な
い
が
、
運
用
実
績
と
予
定
利
率
が

一
％
乖
離
し
た
場
合
の
掛
金
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
把
握
し

て
お
い
た
方
が
よ
い
。

　

ま
た
、
金
融
危
機
や
今
後
の
会
計
基
準
の
見
直
し
機

運
か
ら
、
リ
ス
ク
資
産
比
率
の
引
下
げ
を
検
討
す
る
年

金
制
度
が
増
え
て
き
て
い
る
。
母
体
企
業
の
事
情
か

ら
か
「
リ
ス
ク
資
産
比
率
を
抑
え
る
が
、
掛
金
へ
の
影

響
を
避
け
る
た
め
掛
金
算
定
の
前
提
（
予
定
利
率
）
は

据
え
置
く
」
場
合
も
あ
る
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
長
期
的
に
は
掛
金
修
正
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
事

前
に
将
来
的
な
影
響
を
よ
く
勘
案
し
て
運
営
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
予
定
利
率
は
、
確
定
給
付
企
業
年
金
で

は
法
令
上
の
制
約
も
あ
り
任
意
に
定
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
年
金
財
政
の
安
定
性
の
観
点
か
ら
、
積
立
金
の

運
用
収
益
の
長
期
の
予
測
に
基
づ
き
合
理
的
に
定
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

次
回
は
、
資
産
運
用
リ
ス
ク
以
外
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
整
理
し
て
み
た
い
。
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